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「２学期を終えて」

校長 上栗 博文

先日，２学期の学校行事を締めくくる「駅伝・

持久走大会」が行われました。昨年度までは，１

・２年生だけの大会でしたが，本年度は３年生も

加わり，全校生徒での取組となりました。それぞ

れに自らの目標やチームの勝利に向かって，持て

る力を発揮して精一杯取り組んでくれました。特

に３年生は，今年も走ることへの様々な思いがあ

ったでしょうが，全員で力を合わせ，一人一人が

最後までひたむきに走る姿を見せてくれました。また一つ，１，２年生にとっての

よい模範を示してくれたと思います。また，頑張る仲間に一生懸命な声援を送る生

徒の姿にもとても感動しました。本校の生徒には，頑張る人に心から応援できる素

晴らしさがあります。そのよさは，全体をよりよく伸ばしていく原動力にもなりま

す。これからもそのよさを大切にし，様々な場面で発揮してくれることと思います。

当日は，多くの保護者の皆様にもご参観いただいたおかげで，より一層生徒の力が

発揮できました。皆様のご協力に心から感謝いたします。

さて，２学期も終わりを迎えることとなりました。体育大会や文化発表会をはじ

め，多くの活動が実施された２学期でしたが，本年度は生徒会が主体となって，そ

の一つ一つに自主的・積極的に取り組む生徒の輝く姿を見ることができました。そ

の姿に，改めて本校の生徒の素晴らしさと無限の可能性を数多く感じる２学期とな

りました。

３年生が中心となって創り上げてきた主体的な生徒会は，２年生にも確実に引き

継がれています。生徒会が中心となってよりよい学校生活を創り上げていくことを

通して，生徒一人一人が自らの能力を伸ばしていきます。そのような生徒によりよ

く接し，適切に支援していくことが，学校の大きな役割であると考えます。今後も，

生徒のよりよい成長に向けて，しっかりと役割を果たしていく学校を目指していき

たいと思います。

来年は「巳年 。巳年は，脱皮を繰り返す蛇のイメージから「復活と再生」を意味」

し，新しいことが始まる年だと言われています。ご家庭でも子どもたちとともに，

これまでの成長を喜び，新しい目標を立て，新年を迎えてくださることを心からお

願いいたします。

それでは皆様，よいお年をお迎えください。



[川内中央中公式ブログはこちらからご覧いただけます] http://sendaichuo.blog.jp/

ＰＴＡ門松づくり ～２０２５年も 子どもたちが元気に過ごせるように～

12月14日（土）、ＰＴＡ事業部の活動
である門松づくりがありました。筒井事
業部長をはじめ、学級の事業部員、執行
部役員、教職員の有志で作業を行いまし
た。土を盛ったり、竹の長さを揃えたり、
松や南天、葉牡丹等をバランスよく固定
したりと、様々な工程を経て、門松が完
成しました。
正月に年神様が回る家を見付けやすいように、家の目印として松の飾りを立てたことが門松の始まり

だと言われています。2025年も川内中央中にたくさんの福がやって来て、子どもたちが元気に過ごす
ことのできる学校になればと願っています。御協力いただきました保護者の皆さんありがとうございま
した。

11月末から12月にかけては、多くの教科で研究授業が行われました。
国語、社会、英語、保健体育、家庭科の各担当教諭が、今、学校現場に
求められている『学習者主体の授業』（「自ら問いを発見する」、「解決の
方法を見通す」、「課題解決までの試行錯誤を繰り返す、協働する」、「自
ら学びを振り返り、次に生かす」といった子供の姿を目指して、授業構
想を立て、授業に臨みました。授業を参観した他の教員からのアドバイ
スや授業者の自己検証など、実践の成果を確認したり、今後の課題を明
確にしたりして、研修を深めました。
学習者主体の授業を進めていく上で、重要なツールとなっているのが

タブレットです。各自の意見をまとめたり、全体で共有したり、動画を
撮り動きを確認したり、様々な活用法が紹介されました。
今後も授業の在り方について職員相互の研修を積み、子どもたちの学

力向上のために、教科指導の充実に努めていきたいと思います。

なお、児童生徒の学力に関して、鹿児島県教育委員会は、
「令和６年度全国学力・学習状況調査鹿児島県結果分析」
を県のホームページに掲載しています。保護者や地域の方
々にもぜひご覧いただきたいと思います。QRコード・U
RLを掲示しておりますので、ご参照ください。

https://www.pref.kagoshima.jp/ba04/kyoiku-bunka/school/zenkoku/r6.html

※


